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平成２３年度全国高等学校総合体育大会自転車競技 大会特別規則 
 

競技運営委員長  坂井田米治  

総務委員長  今井喜代治  

                           審 判 長  折本 裕樹 

トラック・レース、ロード・レース共通事項 

２０１１年（財）日本自転車競技連盟規則，および大会特別規則で実施する。なお，２０１１年

競技規則解説を監督および競技者は熟読しておくこと。また，下記事項に示された各場所について

は「参加案内」に記載してあります。 

（高体連ホームページ http://www.hs-cycling.com/） 

 

１ ライセンスコントロール（選手・監督受付） 

（１）日 時 ８月８日（月）１１：５０～１２：５０ 

（２）場 所 美郷町総合体育館「リリオス」 １F エントランスホール 

（３）要 領 各学校の監督は上記の場所・時間内に選手ライセンスおよび登録されたトラッ 

ク・ロードのユニフォーム（ジャージ）を持参し，各申請があれば申請用紙を 

提出する。なお，ライセンスの返却は、開会式終了後受付場所において行う。 

ライセンスは配付されたＩＤカードの裏側に入れ，トラック，ロード会場では 

携帯すること。 

２ 記録の配信 

（１）スタートリスト，リザルト等のコミュニケは記録速報板に掲示するので配付はしない。 

（２）リザルトは，大会モバイルサイトに随時アップする。アドレス等詳細は，プログラムに掲 

載する。 

３ ヘルメット 

（１）選手はＪＣＦ公認およびＪＫＡ認定（競輪用）ヘルメットを練習時も使用すること。公認シ

ールが貼付されていない物，劣化，破損が確認される物等の使用は認めない。 

 （２）公認エアロヘルメットは，１ｋｍＴＴ，３ｋｍＩＰ，チーム・パーシュート，チーム・ス 

プリント種目において競技時のみ使用を認める。 

４ 使用フレーム 

（１）ブリヂストン製ＰＣＰＴ＝ＴＴタイプについては使用を認めるので，申請を行わなくてよい。 

（２）身体形態上の理由により、規定にあわない自転車を使用する競技者は、ライセンスコントロ 

ール時に所定の用紙にて学校単位で提出する。 

５ ナンバーカード（ＩＤナンバー） 

（１）ボディ・ナンバーは図を参考とし，１枚の場合は腰部中央に取り付ける。 

（２）ロード・レースは①ボディ・ナンバー②フレーム・プレート（フレーム左側またはサドル下） 

③ヘルメット・ナンバーシール（左右）を使用する。 
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トラック・レース 

（１）禁止事項 

ア 走路保護のため，アップオイル等を体に塗ることを禁止する。 

イ 走路外周路にテントまたはシートを張る行為を禁じる。 

（２）走路入退場方法 

選手・監督の競技場の入退場は「地下道」のみとする。 

（３）招集・自転車検査 

   ア 招集所は，地下道入口付近に設置し，出場確認と装備の確認，自転車検査を実施する。 

     招集時間は各自の出走予定時刻の１５分前までに完了する。自転車検査後にバンク外に 

     出た場合は、再び検査を受けなければならない。 

   イ チーム・パーシュートおよびチーム・スプリントへ出場する学校は出走予定時刻の１時 

     間前までに招集所に出走メンバーの申請をする。 

（４）ヘルメット・カバー使用種目 

  ４ｋｍ速度競走，スクラッチ，ポイント・レース，ケイリン 

（５）スタート 

ア スターティング・ブロック使用種目 

１ｋｍＴＴ，３ｋｍＩＰ，チーム・パーシュート，チーム・スプリントの第一走者 

イ ホルダー 

スプリント１回戦以降およびスクラッチ，ポイント・レースのホルダーは各校で行い， 

その他の種目は競技役員が行う。 

ウ スプリント予選 

２．５周 

エ ポイント・レースおよびスクラッチ 

スタート位置は下図を参考に競技者の約半数がイン・レーン，アウト・レーン（スタート 

リスト記載）からスタートする。選手は完全に乗車し，各校のホルダーに支えられた状態で 

準備し，発送員の指示後，指定されたレーンに先着順でスタート位置に着く。ただし，ヘル 

メット・カバーＮｏ．１の選手はイン・レーンの先頭からスタートする。１周の競技外周回 

の後，正式スタートする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

イン・レーン 

≪トラック・レース≫      ≪ロード・レース≫ 

右肩に着用

Ｓ／Ｆライン 

←先着順 

Ｎｏ．１選手 

左寄り 

アウト・レーン 
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（６）ケイリン（周回数・ペーサー離脱位置・速度） 

ケイリンの周回数は６周回，残り２周回のホームストレッチ付近でぺーサーは離脱する。 

  なお，離脱時の速度は 50km／h とする。 

（７）各種目の勝ち上がり方法 

ア スプリント 

予選はタイム上位１８名を勝ち上がりとして選出する。（同タイムの場合は後半１００

ｍの記録で優劣をつける）競技順は１回戦，１回戦敗者復活戦，１／８決勝，１／８決勝

敗者復活戦，１／４決勝（以後５－８位決定戦以外３回戦制），１／２決勝，順位決定戦

とする。 

イ ４ｋｍ速度競走 

各組予選（組数６）より各組上位５名を選出し，準決勝（３組）を行う。準決勝各組上

位４名で決勝戦（１２名）を行う。 

ウ ポイント・レース 

各組予選（組数３）より各組上位８名を選出し，決勝戦（２４名）を行う。 

エ ケイリン 

１回戦（組数８）より各組上位２名を２回戦に選出する。１回戦敗者により敗者復活戦

（組数６）を行い、各組上位２名を選出する。２回戦（組数４）より各組上位２名を選出

し、決勝戦（８名）を行う。 

オ スクラッチ 

予選（組数４）より各組上位５名を選出し，決勝戦（２０名）を行う。 

（８）種目別表彰 

トラック・レースの表彰は，バンク内特設表彰ステージ（雨天時：特設テント内）におい

て実施する。対象競技者は指定された時間の１５分前までに登録してあるジャージ着用で地

下通路入口入賞選手控所に集合すること。 

（９）ギア比チェック 

ギア比チェック対象者は，上位入賞者およびランダムに選出して行う。競技終了後のギア

比チェックはバンク内の地下道出入口付近「ギア比チェック所」で行うため，対象者は速や

かにチェックを受ける。 

（１０）パーシュート種目，タイム・トライアル種目の指示場所 

１コーナーと３コーナーに設けられた枠内からの指示を認める。 

個人ロード・レース 

（１）招集・検車 

ア 日時・場所 ８月１２日（金） ５：５０ ～ ６：４０  春山第１駐車場招集テント 

イ 招集所で装備の確認と自転車の検査・チップ検査を受け、サイン・シートに記入する。 

（２）スタート時刻  ７：００ （選手は１５分前に集合）  

（３）スタート位置 

   前年度入賞者および選抜大会入賞者はシード選手として最前列に位置する。その後ろに 

は開催地競技者とし，その他の競技者は先着順とする。 
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【シード選手】 城田 大和  北中城高 （沖縄） 

中田 瑛次  和歌山北高（和歌山）（沖縄総体入賞選手：２名） 

（４）補給所 

 以下の要領で各校からの選手への補給を認める。 

ア 補給エリア 田沢湖周回コース内「たつこ茶屋」付近，登坂部の左側のみ認める。補給エリ 

アは看板により明示する。 

イ 補給員数 補給スペースの関係から各校，出場選手数までとする。なお，補給員は「補給 

員ＩＤカード」をホルダーに入れること。 

ウ 補給周回 ２周回目から４周回目までとする。 

エ 補給員移動 補給所への移動は専用のバスまたは各校車両で移動をすること。各校の車両で 

移動する場合は交通規制等を充分に留意し，６：００～６：３０までに完了す 

ること。移動バスは指定時刻に発着所を出発し，４周回通過後にスタート地 

点へ立ち寄り，ゴール地点へ移動する。 

（５）関門所での打切り    

ア 関 門 所 春山交差点手前に関門所を設置する。 

イ 打ち切り 各周回８位選手を含む集団から 5 分遅れた競技者を失格とする。ただし，レー 

スの状況により，相当時間の遅れを見込まれる選手も同様とする。失格となっ 

た競技者はボディ・ナンバー，計測チップを外し，関門審判員に渡す。なお， 

最終周においても打切りをおこなう。 

（６）機材サポートとインフォメーション 

ア ニュートラル・カー（２台）ニュートラル・バイク（２台）インフォメーション・バ 

イク（２台）を主催者で準備する。（後輪提供機材はシマノ社製 10 段） 

イ 提供を受けた機材の返却 

     競技中に車輪の提供を受けた競技者は，ゴール地点車輪返却所へ１１：００までに 

    返却し，各自の車輪と交換すること。 

（７）順位決定・計時   

  計測チップを使用し，順位決定はＶＴＲ，計時は自動計測システムを参考にする。 

（８）ギア比チェック 

ゴールした選手は，スキーセンター「レラ」前において競技役員の誘導に従い，ギア比 

チェックを受けること。（上位２０位程度） 

（９）計測チップの配付および返却 

    計測チップの配付は，下記日程でロード用ボディ・ナンバー，プレート，補給員用 ID 等 

    とともに配付する。 

ア 配付日時 ：８月１１日（木）１５：００～１７：００ 

イ 場 所 ：田沢湖春山第１駐車場招集テント 

ウ 返却日時 ：８月１２日（金）競技終了後  

エ 返却場所 ：たざわ湖スキー場「レラ」 

オ そ の 他 ：計測チップを紛失したり故意に破損した場合は実費請求する。 
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（1０）予備登録選手変更届 

   選手変更がある場合は，下記の日程で受付するので必ず届け出ること。 

   ア 受付日時 ：８月１１日（木）１５：００～１７：００  

   イ 場 所 ：田沢湖春山第１駐車場招集テント 

（１１）表彰式・閉会式 

   ア 開始予定時刻 １１：００ 

   イ 会 場 たざわ湖スキー場「レラ」 

   ウ 関係者の参加 表彰式・閉会式への保護者・応援者の方も参加できます。 

（１２）その他 

   ア 駐 車 場 参加校および関係者の車両は，指定された駐車場を利用すること。 

   イ 競技の観戦等 保護者ならびに一般観戦者などＩＤカードを所有しない者の観戦は歩道内 

に限定する。役員・係員の指示に従い，勝手に走路へ進入・横断しないよう 

各校より保護者等へ事前に周知徹底すること。 

   ウ 熱中症対策等 補給所付近は日陰も多くありますが，関係者は熱中症対策に心がけて下さい。 

   エ スタート付近からゴール地点への車両移動制限（最終周回） 

      先頭選手が４周回目（最終周回）に入ってから約１０分間のみ可能です。その後は最終 

     選手が通過するまで完全交通規制のため，車両での移動はできませんのでご承知願います。 

     なお，スタート地点および補給所からゴール地点への迂回路はありませんのでご注意下さい。 


